
耐震性能グレード表 260622 制定

割増係数 1.25 条件 割増係数 1.5
軽微な被害 軽微な被害〜⼩波 ⼩破

層間変形角 1/150以下 1/125以下 1/100以下
層塑性率

部材塑性率
層間変形角 1/150以下 1/125以下 1/100以下
層塑性率

部材塑性率
圧縮：短期許容面圧以下 圧縮：短期許容面圧以下 圧縮：0.9×圧縮限界強度以下

引張：限界引張強度未満／すべり支承の浮上りは許容しない 引張：限界引張強度未満／すべり支承の浮上りは許容しない 引張：引張限界強度以下／すべり支承の浮上りは許容しない
概ね性能保証水平変形以下／ただし、限界変形には余裕があること

かつ 水平クリアランス以下
鉛直変形 鉛直方向クリープ変形との合計値が鉛直クリアランス以下 鉛直方向クリープ変形との合計値が鉛直クリアランス以下 鉛直方向クリープ変形との合計値が鉛直クリアランス以下

地盤 極限支持力の2/3以下／部分的な浮上りを許容
部材(地下・基礎) 短期許容応力度以下

圧縮：極限支持力の2/3以下
引張：極限引抜力の2/3以下

部材(地下・基礎) 短期許容応力度以下
軽微な被害〜⼩波 ⼩破 中破

層間変形角 1/125以下 1/100以下 1/75以下
層塑性率

部材塑性率
層間変形角 1/125以下 1/100以下 1/75
層塑性率

部材塑性率
圧縮：短期許容面圧以下 圧縮：0.9×圧縮限界強度以下 圧縮：0.9×圧縮限界強度以下

引張：限界引張強度以下／すべり支承の浮上りは許容しない 引張：引張限界強度以下／すべり支承の浮上りは許容しない 引張：引張限界強度以下／すべり支承の浮上りは許容しない
概ね性能保証水平変形以下／ただし、限界変形には余裕があること 概ね性能保証水平変形以下／ただし、限界変形には余裕があること

かつ 水平クリアランス以下 かつ 水平クリアランス以下
鉛直変形 鉛直方向クリープ変形との合計値が鉛直クリアランス以下 鉛直方向クリープ変形との合計値が鉛直クリアランス以下 鉛直方向クリープ変形との合計値が鉛直クリアランス以下

地盤 極限支持力の2/3以下／部分的な浮上りを許容
部材(地下・基礎) 終局耐力以下

圧縮：極限支持力未満
引張：極限引抜力未満

部材(地下・基礎) 終局耐力以下
⼩破

層間変形角 1/100以下
層塑性率

部材塑性率
層間変形角 1/100以下
層塑性率

部材塑性率
圧縮：0.9×圧縮限界強度以下

引張：引張限界強度以下／すべり支承の浮上りは許容しない
概ね性能保証水平変形以下／ただし、限界変形には余裕があること

かつ 水平クリアランス以下
鉛直変形 鉛直方向クリープ変形との合計値が鉛直クリアランス以下

地盤 極限支持力未満／部分的な浮上りを許容
部材(地下・基礎) 終局耐力以下

圧縮：極限支持力未満
引張：極限引抜力以下／一部の引抜きは許容(周辺杭にて負担)

部材(地下・基礎) 終局耐力以下／一部の引抜杭の杭頭ヒンジは許容
中破

層間変形角 1/75以下
層塑性率

部材塑性率
層間変形角 1/75
層塑性率

部材塑性率
圧縮：0.9×圧縮限界強度以下

引張：引張限界強度以下／すべり支承の浮上りは許容しない
水平変形 概ね性能保証水平変形以下／ただし、限界変形には余裕があること

かつ 水平クリアランス以下
鉛直変形 鉛直方向クリープ変形との合計値が鉛直クリアランス以下

地盤 極限支持力未満／部分的な浮上りを許容
部材(地下・基礎)

圧縮：極限支持力未満
引張：極限引抜力以下／一部の引抜きは許容(周辺杭にて負担)

終局耐力以下
/降伏ヒンジは許容するが、杭材の支持力保持機能を喪失しないことを確認

地盤応答変位に対する検討は省略可とする。

目標性能（機能維持） 評価項目
評価範囲 地震

地域係数 Z
（極めて稀）

非構造部材
建築設備

上
部
構
造

鉄骨造    層 μ≦1.5
or部材μ≦3.0

   層 μ≦1.75
or部材μ≦3.5

Platinum

大地震後にほぼ被害がなく
主要な業務遂行のための機能が

確保される。
軽微な修復が必要となる。

大地震を超える地震後も
比較的短時間で主要な業務遂行の

ための機能が回復できる。
小規模な修復が必要となる。

被害の程度

and or 1.0以上

非構造部材：☆☆以上

設備：☆☆以上

／Silver 以下

耐震特級・免震上級

2017JSCA
耐震性能設計説明書との対応の目安（参考）極めて稀に発生する地震動 条件

余裕度レベル検証用地震動認証

鉄筋コンクリート造
純ラーメン架構    層 μ≦1.25

or部材μ≦2.5
   層 μ≦1.65
or部材μ≦3.25

   層μ≦2.0
or部材μ≦4.0

水平変形 性能保証変形以下 かつ 水平クリアランス以下 性能保証変形以下 かつ 水平クリアランス以下

地
下
・
基
礎

直接基礎

Z=1.0以上の極めて稀に発生する地震動の目標を満足していれば省略可能。 Z=1.0以上の極めて稀に発生する地震動の目標を満足していれば省略可能。
杭基礎

免
震
層

免震層・免震部材

面圧

上
部
構
造

鉄骨造    層 μ≦1.75
or部材μ≦3.5

免
震
層 性能保証変形以下 かつ 水平クリアランス以下

地盤・杭材

Gold

大地震後に比較的短時間で
主要な業務遂行のための機能が

回復できる。
小規模な修復が必要となる。

大地震を超える地震後も
あらかじめ指定された機能が確保され

建物内避難が可能。
小規模な修復が必要となる。

被害程度

地
下
・
基
礎

直接基礎

鉄筋コンクリート造
純ラーメン架構    層 μ≦1.65

or部材μ≦3.25
   層 μ≦2.0
or部材μ≦4.0

免震層・免震部材

面圧

水平変形

or

1.0以上

極めて稀に発生する地震動に対し
1.0未満の値を採用する

場合の特例：
余裕度レベル検証用地震動での

検討を必須とする。
ただし、Z=1.0の耐震構造・制振構造の

上部構造で極めて稀に発生する
地震動の目標を満足していれば省略可能。

非構造部材：☆☆以上

設備：☆☆以上

／Silver 以下

耐震上級・免震基準級or

Z=1.0以上の極めて稀に発生する地震動の目標を満足していれば省略可能。
杭基礎

地盤・杭材

Silver

大地震後にあらかじめ指定された
機能が確保され建物内避難が可能。

小規模な修復が必要となる。

被害程度

上
部
構
造

免
震
層

免震層・免震部材

面圧

水平変形

告示による
0.7〜1.0

非構造部材：☆以上

設備：☆以上

/ Bronze 以下

耐震上級・免震基準級

地
下
・
基
礎

直接基礎

杭基礎
地盤・杭材

Buronze

大地震後に業務などの活動を維持する
機能を失うが救助活動等の限定的な

機能は確保される。
中規模な修復が必要となる。

被害程度

地
下
・
基
礎

上
部
構
造

鉄骨造

鉄筋コンクリート造
純ラーメン架構

免
震
層

免震層・免震部材

面圧

   層 μ≦3.0
or部材μ≦5.0

部材(地下・基礎)

直接基礎

杭基礎

地盤・杭材

   層 μ≦3.0
or部材μ≦5.0

   層μ≦2.0
or部材μ≦4.0

   層 μ≦2.0
or部材μ≦4.0

   層 μ≦2.0
or部材μ≦4.0

   層 μ≦3.0
or部材μ≦5.0

   層 μ≦3.0
or部材μ≦5.0

告示による
0.7〜1.0 耐震基準級・免震基準級

鉄骨造

鉄筋コンクリート造
純ラーメン架構    層 μ≦2.0

or部材μ≦4.0

Z=1.0以上の極めて稀に発生する地震動の目標を満足していれば省略可能。


